
「
新
成
人
を
祝
う
つ
ど
い
」
が
１
月

２
日
に
一
之
宮
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
21
人

が
出
席
し
て
参
加
者
か
ら
祝
福
を
受
け

ま
し
た
。

つ
ど
い
は
一
之
宮
町
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
や
一
之
宮
支
所
、
新
成
人
と
そ
の

親
な
ど
19
人
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会

が
企
画
。
会
場
に
は
小
中
学
校
時
代
の

恩
師
や
関
係
者
、
来
賓
の
ほ
か
、
新
成

人
の
家
族
約
40
人
も
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
は
、
会
場
の
拍
手
で
迎
え
ら
れ

る
新
成
人
の
入
場
で
開
始
。
主
催
者
を

代
表
し
て
田
邊
重
敏
実
行
委
員
長
が
お

祝
い
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
続
い
て
記

念
品
が
新
成
人
代
表
の
山
本
匠
二
さ
ん

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

21
人
は
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
し
て
、

周
り
へ
の
感
謝
や
将
来
の
夢
、
責
任
な

ど
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。
続
い
て
牧

田
朋
之
さ
ん
と
中
島
朱
音
さ
ん
が
代
表

し
て
「
は
た
ち
の
抱
負
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
牧
田
さ
ん
は
「
最
近
言
葉
使
い

が
変
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
自
分
で
も
驚

い
て
い
る
。
お
客
さ
ん
と
接
す
る
こ
と

が
心
地
よ
く
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
お
客
さ
ん
に
期

待
さ
れ
る
人
に
な
り
た
い
」
、
ま
た
中

島
さ
ん
は
「
『
や
っ
た
後
悔
よ
り
や
ら

な
い
後
悔
の
方
が
大
き
い
』
と
言
わ
れ

た
中
学
校
時
の
先
生
の
言
葉
を
胸
に
、

自
分
の
言
動
に
責
任
を
も
っ
て
、
可
能

性
を
信
じ
社
会
で
生
き
て
い
き
た
い
」

な
ど
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

市
が
募
集
し
た
「
は
た
ち
の
思
い
一

行
詩
」
で
は
、
佳
作
に
選
ば
れ
た
野
中

佐
恵
さ
ん
の
作
品
「
草
木
の
香
り
、
川

の
音
、
何
気
な
い
故
郷
で
過
ご
し
た
日

常
。
離
れ
て
よ
う
や
く
気
が
つ
い
た
故

郷
の
美
し
さ
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
役
田
武
高

山
市
社
会
教
育
委
員
議
長
や
國
島
芳
明

市
長
か
ら
祝
辞
や
激
励
の
言
葉
が
、
ま

た
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
の
下
通
浩
子

先
生
か
ら
は
、
「
み
な
さ
ん
は
宮
中
の

校
風
の
“
磨
く
”
を
一
生
懸
命
実
践
し

た
旧
校
舎
の
最
後
の
卒
業
生
。
さ
さ
や

か
で
も
い
い
の
で
自
分
が
頑
張
っ
て
い

る
姿
を
語
れ
る
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
井
上
亮
平
さ
ん

が
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
後
、
新
成

人
の
門
出
を
祝
っ
て
、
小
学
校
時
代
の

恩
師
の
松
野
園
子
先
生
の
発
声
で
会
場

全
員
で
乾
杯
を
し
ま
し
た
。

ス
ク
リ
ー
ン
で
は
、
小
学
校
時
代
か

ら
の
「
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
」
が
上
映

さ
れ
、
会
場
は
新
成
人
た
ち
が
成
長

し
て
き
た
足
跡
を
懐
か
し
く
振
り
返
っ

て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
成
人
が
コ
ブ
ク
ロ
の

「
桜
」
を
合
唱
し
、
続
い
て
会
場
全
員

で
「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
っ
て
閉
会
し
ま

し
た
。

21
人
の
新
成
人
の
み
な
さ
ん
が
今
後

大
人
と
し
て
、
自
分
の
目
指
す
「
自
己

実
現
」
に
向
け
て
活
躍
す
る
こ
と
を
祈

念
し
ま
す
。

■
新
成
人
の
み
な
さ
ん

（
順
序
不
同
、
敬
称
略
）

新
井
千
夏
、
野
中
佐
恵
、

井
上
亮
平

早
川
玄
城
、
井
ノ
下
雄
紀
、
牧
田
朋
之

小
野
翔
大
、
南
翔
真
、
坂
下
美
貴

南
英
明
、
下
田
圭
佑
、
山
際
あ
さ
ひ

田
中
雄
太
、
山
腰
智
也
、
谷
本
廉
太
郎

山
之
内
寛
人
、
内
木
栄
治
、
山
本
匠
二

中
島
朱
音
、
山
本
琢
二
、
中
島
徹
哉

一
之
宮
ま
ち
協
だ
よ
り

一之宮町

まちづくり協議会
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終了後、恩師らとともに記念写真に写る新成人のみなさん

自己紹介で現況や希望を語りました

「桜」を合唱する成人のみなさん



平成11年、当時宮村の村民会館(現一之宮公民館)で宮村

文化協会の成人講座として絵手紙講座の募集がありました。

講師は宮村出身の堀之内てつ子先生でした。ちょうど絵手紙

がテレビ等で注目され始めた頃で、私も好きな花をかいてみ

たいと申し込みました。研修室に机をたくさん並べて20人

あまりの受講者がありました。初めてかいたピーマンは手が

震えてとても読めるような字がかけなくて難しかったのを覚

えています。

9回の講座を終え、その年初めて文化祭に絵手紙を出品し

ました。当時宮村の文化祭には、絵画・写真・水墨画・書道・

俳句・短歌・生け花・菊花・盆栽・手芸・陶芸・工芸等々た

くさんの作品が公民館いっぱいに飾られ、見ごたえがありま

した。近年は出品者も出品数も減ってきてさびしく思います。

絵手紙は2階の視聴覚室で展示することになりました。前

日準備をしていると、文化協会長だった山腰曠さんが様子を

見にみえて、「お前たち、上手にかけたな。色はもうちょっ

と丁寧に塗ったらどうや」と声をかけて下さいました。誰か

が「私達のは、『絵はヘタでいい、ヘタがいい』やし、『色

はタッタッタッと塗りましょう』というありがたいやつなん

やさ」と答えてみんなで笑いました。

あれから早いもので今年で18年目となりました。「絵手

紙クラブ」はその時の講座の仲間が中心となって現在に至っ

ています。

10年前に公民館で放課後児童クラブに携わるようになっ

てからは、みんなで育てたジャガイモや大根をかいたり、学

校の帰りにつかまえてくるバッタやカマキリ、カエルをかい

たりして楽しんでいます。子ども達は3年間かきためた絵手

紙を一冊の折り帳にまとめて児童クラブを卒業していきます。

6年前、女性部の講座で始まった絵手紙はその後「絵手紙

さくらクラブ」となりました。

・ ・ ・

18年前、絵手紙と出会ったおかげでたくさんの方と知り

合い、色々な経験ができました。「絵手紙友の会」の全国大

会では毎年日本各地を訪ね、研修と交流とスケッチを楽しん

できます。今年の大会は鹿児島です。

堀之内先生に誘っていただき、海外へも絵手紙スケッチに

出かけました。アンコールワット遺跡・兵馬俑・万里の長城・

エーゲ海の島々・マチュピチュ遺跡等々、その場で味わった

感動は何ものにもかえられません。

私たちはいつも公民館から皆さんに絵手紙を発信していま

す。2・3月は年賀状交流展を

しています。公民館に来られた

らゆっくり見て下さい。そして

興味のある方はぜひ一緒に絵手

紙を楽しみましょう。絵手紙と

の出会いは新しい自分との出会

いになるかもしれません。

２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
青
パ
ト
巡
回

地
域
の
安
心
・
安
全
守
り
20
年

昨
年
、
警
察
庁
、
全
国
防
犯
協
会
連
合

会
か
ら
一
之
宮
町
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
今
月
の
「
ま
ち
ょ

な
人
」
は
、
「
平
穏
で
大
き
な
事
件
も
な

い
地
域
で
す
が
、
長
く
続
け
て
き
た
活
動

が
認
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
語
る
、
通
称
“
青
パ
ト
”
代

表
の
洞
下
地
区
在
住
の
向
良
廣
さ
ん
で
す
。

青
パ
ト
と
は
、
青
色
の
回
転
灯
を
つ
け

て
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
自
主
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
こ
と

で
す
。
一
般
自
動
車
へ
の
回
転
灯
装
備
は

法
令
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
青
パ
ト
の
運

転
者
や
巡
回
場
所
に
つ
い
て
も
警
察
の
許

可
が
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
組
織
は
平
成
９
年
か
ら
宮
村
地
域

安
全
協
議
会
と
し
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
13
名
で
開
始
し
、
現
在
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
高
校
生
父
母
の
会
も
入
会
さ
れ
20
数

名
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
向
さ
ん
は
そ

の
開
設
当
初
か
ら
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
足
当
初
は
、
徒
歩
に
よ
る
周
辺
の
見

回
り
や
コ
ン
ビ
ニ
で
の
未
成
年
者
へ
早
期

帰
宅
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
り
、
年
末
に

金
融
機
関
で
の
街
頭
啓
発
を
行
っ
た
り
す

る
な
ど
、
自
家
用
車
で
巡
回
を
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
平
成
24
年
、
青
パ
ト
車
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
巡
回
に
青
パ
ト
車

の
使
用
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
車
で
月
５

回
、
一
之
宮
地
区
か
ら
段
地
区
へ
、
そ
し

て
久
々
野
駅
の
方
へ
メ
ン
バ
ー
数
名
で
巡

回
し
て
み
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
巡
回
の
中
で
、
ト
ラ
ブ
ル

が
な
か
っ
た
か
と
尋
ね
る
と
、
事
件
で
警

察
が
出
動
し
て
い
た
騒
々
し
い
現
場
に
出

く
わ
し
た
こ
と
や
橋
の
下
で
バ
ー
ベ
キ
ュ

を
し
て
い
る
酔
っ
払
い
に
で
く
わ
し
た
り

し
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
何
か
事
件
的

な
こ
と
が
あ
る
と
駐
在
所
へ
連
絡
し
警
察

官
と
対
応
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

そ
の
青
パ
ト
の
中
心
者
の
向
さ
ん
は
、

公
民
館
等
の
運
営
を
す
る
一
之
宮
町
公
的

施
設
管
理
室
の
室
長
を
は
じ
め
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
車
の
運
転
、
野
球
で
は
審
判

や
連
盟
の
役
員
を
長
年
務
め
ら
れ
、
今
は

県
の
野
球
連
盟
の
県
理
事
で
も
あ
り
ま
す
。

多
方
面
で
活
動
さ
れ
る
向
さ
ん
、
今
後

も
お
体
に
気
を
付
け
て
地
域
の
た
め
に
ご

活
躍
く
だ
さ
い
。

（
山
腰
）

向

良

廣

さ

ん

（
洞
下
）

絵手紙との出会い

井口 啓子 さん（絵手紙クラブ 奥）

作品の前で

青パトの前で賞状を手にする向さん



公

民

館

か

ら

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

絵
手
紙
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
作
品
展

（
3
月
中
旬
ま
で
）

■
2
月
の
公
民
館
定
休
日

8
日(
月)

12
日(

金)

22
日(

月)

■
2
月
の
位
山
交
流
館
定
休
日

1
日(

月)
8
日(

月)

15
日(

月)

22
日(

月)
29(
月)

世帯数 ８１６戸

年齢 男性 女性 合計

０～

14歳
185 156 341

15～

64歳
696 724 1,420

65歳

以上
343 461 804

合計 1,224 1,341 2,565

一之宮町の人口情勢

1月1日現在・単位：人

寒
い
日
が
続
き
ま
す
ね
。
学
習
や

読
書
に
図
書
館
を
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。

■
お
知
ら
せ

★
「
一
之
宮
分
館
」
蔵
書
点
検
に
よ

る
休
館
の
お
知
ら
せ

2
月
16
日(

火)

〜
19
日(

金)

期
間
中
、
一
之
宮
分
館
へ
は
入

室
で
き
ま
せ
ん
。

本
の
返
却
は
返
却
ポ
ス
ト
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
や
高

山
市
図
書
館
以
外
の
図
書
館
か
ら

借
り
た
資
料
は
開
館
日
に
カ
ウ
ン

タ
ー
で
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■
今
月
の
特
集

★
お
部
屋
で
あ
そ
ぼ
う
！

折
り
紙
・
な
ぞ
な
ぞ
・
迷
路
な
ど
、

み
ん
な
で
遊
べ
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

■
お
は
な
し
会
の
ご
案
内

★
2
月
20
日(

土)

am
10
時
30
分
〜

ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
・
手
遊
び
。

申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

井口 啓子 さん（絵

■発電機・投光器の
貸出をします
まち協では、災害時の
停電等による緊急的な電

源確保による生活支援に対応するために、発電機・
投光器等の機材を貸出します。
◆貸出対象者：一之宮町内の住民、町内会、班、そ
の他町内で活動する団体等
◆機材は一之宮公民館に保管してあります。
◆借入方法等詳しいことは、まち協事務局まで
（☎５３-２４２４）

■花の種・苗の申込みについて
高山市民憲章推進協議会では、毎年 希望される団
体に花の種・苗を配布し、各団体の「花いっぱい運
動」を支援しています。平成28年度分の花の種及び
苗の申込みを下記の通り受け付けています。なお、
平成27年度花いっぱい運動に協力いただいた団体に
はすでに案内が送付してあります。
◆提出先：一之宮まちづくり協議会
◆提出方法：窓口・郵送・ＦＡＸ
◆締切り：２月１５日(月)
◆申込書はまち協事務局まで

■市民と市長の対話集会
◆日時：２月１６日(火) 午後７時
～８時３０分
◆場所：一之宮公民館
和室
市長と意見交換でき

る良い機会です。多数
のご参加をお待ちしております。

■確定申告相談について
◆日にち：２月１８日(木)・１９日
(金)・２２日(月) の３日間

◆時間：午前８時３０分～午後５時１５分
◆場所：一之宮支所
※注) 「土地建物・株式の譲渡」「住宅借入金等
特別控除」「肉用牛の売却」の申告、青色申告相談
は高山税務署開設の相談会場で申告をお願いします。
高山税務署開設の相談会場は昨年同様高山市民文化
会館です。

■国道４１号宮峠トンネル『一之宮町』工事
説明会について
◆日時：２月１８日(木)午後７時～
◆会場：一之宮支所 大会議室
◆内容：①要望事項への対応について

②現在 施行中の工事進捗状況と
予定 について

③トン ネル工事計画・
施工方法につい て

④水文 調査状況報告に
ついて

編
集
後
記

新
年
が
始
ま
り
１
月
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今

年
の
暖
冬
は
、
40
年
ぶ
り
と

か
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私

も
記
憶
に
な
い
で
す
？
暖
冬
で
ス
キ
ー
場
や

冬
服
、
道
具
な
ど
の
製
作
販
売
者
に
は
痛
手

で
し
ょ
う
。
何
事
も
い
つ
も
中
庸
が
よ
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

（
山
腰
委
員
長
）

青パトの前で賞状を

23 16 13 4 日

火 火 土 木 曜

町
内
会
長
会
（
公
民
館
）

市
民
と
市
長
の
対
話
集
会

（
公
民
館
）

サ
タ
デ
ィ
サ
ー
ク
ル

行
政
相
談
・
心
配
ご
と

結
婚
相
談

（
交
流
館
）

行

事

内

容

つ
ぶ
や
き

人
生
ゲ
ー
ム
を
買
い
ま
し
た
。

子
供
の
頃
、
人
が
集
ま
る
季
節
に
な
る
と
、

よ
く
遊
ん
だ
も
の
で
す
。
現
代
版
は
、
職
業

選
択
コ
ー
ス
に
フ
リ
ー
タ
ー
も
あ
る
。
時
代

の
流
れ
に
合
わ
せ
て
ゲ
ー
ム
内
容
が
進
化
し

て
い
て
も
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
楽

し
め
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
ゲ
ー
ム
と
分

か
っ
て
い
な
が
ら
も
真
剣
に
な
り
、
そ
の
人

の
性
格
が
見
え
て
く
る
。
バ
ー
ン
を
囲
ん
で
、

笑
い
あ
り
、
ど
き
ど
き
感
を
味
わ
え
る
人
生

ゲ
ー
ム
は
大
人
に
な
っ
て
も
面
白
い
。

（
う
さ
こ
）

３



４

高山市消防団一之宮支団の出初式が１月５日に宮中学校グ

ラウンドで行われました。

毎年行われる出初式にあたり、消防団員である僕がいつも

心がけるのは、新年の新たな決意や消防団員の自覚をもって

出初式に参加すること・・・ではなくて、いかに寒さをしの

いで出初式に臨むか・・ということです。出初式用の衣装の

中にタイツや防寒着を何枚も着込んで、カイロをお腹と背中

に２枚ずつ貼ります。

しかし今年の出初式はグラウンドに雪はまったく無く、日

差しも暖かなポカポカ陽気。背中に貼ったカイロは熱いくら

いで、恒例のうず巻は少し汗ばむ程でした。

暖かいことはありがたいのですが、この異常なまでの暖か

さは気持ち悪くもあります。思えば一年前は過去に記憶のな

い程の大雪でした。

異常気象による災害など何が起こるか分からない昨今。今

年も消防団として気を抜く事ができないなと思った出初式で

した。（広報委員：野添一幸）

出 初 式

雪が全く見られない中でうず巻を行う団員

暖
冬
で
雪
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
中
、

新
春
恒
例
の
左
義
長
（
ど
ん
ど
焼
き
）
が

１
月
10
日
に
水
無
神
社
境
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
家
族
の
無
病
息
災
を
願
い
、

小
中
学
生
を
は
じ
め
地
域
の
人
た
ち
３
０

０
名
ほ
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。

朝
か
ら
子
ど
も
会
が
中
心
と
な
っ
て
正

月
の
お
札
や
松
飾
、
し
め
縄
な
ど
の
飾
り

物
を
各
地
区
の
家
を
回
り
、
集
め
ま
し
た
。

丁
重
な
神
事
の
後
、
火
が
放
た
れ
、
次

第
に
火
の
勢
い
も
強
く
な
っ
て
燃
え
上
が

り
ま
し
た
。

神
事
の
後
は
、
神
社
の
氏
子
の
人
た
ち

か
ら
ふ
る
ま
わ
れ
た
甘
酒
で
、
寒
さ
で
冷

え
た
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。
（
山
腰
）

全
国
中
学
校
体
育
大
会
岐
阜
県
予
選
会

が
１
月
14
日
と
15
日
に
わ
た
っ
て
ほ
お
の

き
平
ス
キ
ー
場
（
ア
ル
ペ
ン
）
と
平
湯
あ

か
ん
だ
な
特
設
会
場
（
ク
ロ
ス
）
で
開
催

さ
れ
、
宮
中
選
手
が
上
位
を
占
め
て
初
め

て
総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

今
冬
は
雪
不
足
で
練
習
も
思
う
よ
う
に

で
き
な
く
、
選
手
や
学
校
を
は
じ
め
関
係

者
を
悩
ま
し
て
き
ま
し
た
が
、
大
会
当
日

は
実
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
素
晴

ら
し
い
成
績
を
残
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

宮
中
か
ら
は
２
月
３
日
か
ら
北
海
道
富

良
野
市
（
ア
ル
ペ
ン
）
と
名
寄
市
（
ク
ロ

ス
）
で
開
か
れ
る
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大

会
に
６
人
が
出
場
、
ま
た
２
月
10
日
か
ら

富
山
県
平
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
る
東
海
北

陸
大
会
に
は
11
人
が
出
場
し
ま
す
。

な
お
、
２
月
20
日
か
ら
岩
手
県
で
開
催

さ
れ
る
岩
手
国
体
に
は
幅
上
翔
太
君
が
、

24
日
か
ら
雫
石
町
で
開
催
さ
れ
る
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
権
大
会
に
は
黒
木
健
斗
君
と
黒

木
玲
名
さ
ん
が
出
場
し
ま
す
。
（
中
畑
）

全
中
大
会
出
場
選
手
＝
黒
木
健
斗
、
黒

木
玲
名
、
渡
瀬
詩
織
（
以
上
ア
ル
ペ
ン
）

幅
上
翔
太
、
谷
口
晴
基
、
役
田
陽

京
都
府
城
陽
市
の
市
民
活
動
組
織
で
あ

る
青
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
ら
の
一
行
12
人
が
一
之
宮
ま
ち
協
を
視

察
に
訪
れ
、
ま
ち
協
本
部
役
員
と
意
見
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

城
陽
市
の
生
涯
学
習
活
動
は
６
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
行
わ
れ
、
「
コ

ミ
セ
ン
活
動
」
と
し
て
地
域
で
運
営
委
員

会
や
専
門
部
を
組
織
し
て
、
文
化
・
福
祉
・

環
境
等
で
多
彩
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

意
見
交
流
で
は
、
高
山
市
の
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
質
問
が
多
く

出
さ
れ
、
環
境
や
体
制
の
違
い
は
あ
る
も

の
の
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
ど
う
掘
り
起
こ

し
、
対
応
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。

体
験
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
よ

う
と
い
う
「
体
験
の
風
を
お
こ
そ
う
」
の

冬
季
事
業
が
１
月
28
日
に
モ
ン
デ
ウ
ス
ス

キ
ー
場
で
行
わ
れ
、
宮
保
育
園
の
全
園
児

60
人
が
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で
雪
上
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
６
人
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
そ
り
に
乗
り
出
発
。
普

段
の
座
布
団
そ
り
と
は
違
い
、
ス
ノ
ー
モ
ー

ビ
ル
に
引
っ
張
ら
れ
て
雪
の
上
を
走
る
の

は
初
め
て
の
体
験
で
ス
リ
ル
満
点
。
ど
の

子
も
興
奮
し
な
が
ら
歓
声
を
あ
げ
て
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

今
年
は
降
雪
が
少
な
く
て
実
施
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
20
日
以
降
に
ま
と
ま
っ

た
雪
が
降
っ
て
コ
ー
ス
も
整
備
さ
れ
、

「
体
験
の
風
を
お
こ
そ
う
」
の
最
終
事
業

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

無
病
息
災
願
い
ど
ん
ど
焼
き

宮
中
が
県
ス
キ
ー
で
総
合
優
勝

城
陽
市
「
コ
ミ
セ
ン
」
が
視
察

園
児
が
雪
上
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

勢いよく燃え上がる神符や飾り物類

県大会の報告に訪れた選手。田邊

会長から激励の言葉を受けました

歓声を上げてクルージングを楽しむ園児


